
ロビー

仮設棟新設 (２階建 )
既存公会堂

耐震補強

耐震補強時に現公会堂ロビーの利用により
仮設棟の建設費を押さえられる

尾道市庁舎増築計画（12000㎡）

第三期

公会堂：平土間に改築。１階を駐車場(60台)、
　　　　２階を仮設庁舎として利用する

市庁舎：北側耐震建物増築
第三期増築棟

第二期

本館棟

市庁舎：旧増築棟解体後、西側耐震建物増築

本館棟

増築棟は構造的にとても弱いため増築棟を１度解体する。

解体

第二期増築棟増築棟

解体費用：0.358 億円

新しく北側に耐震増築棟を建てる。

１フロア　416.6 ㎡4000

第一期　市庁舎：東側耐震建物増築

現状

増築棟 本館棟 増築棟 本館棟 第一期増築棟
１フロア　364.8 ㎡

市庁舎の東側に新たに耐震建物を増築する。

①　現公会堂ロビー+仮設棟案
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経済性
事業費

①現公会堂ロビー+仮設棟案　30.50 億円　

②公会堂改築案　33.28 億円

事業費

市の進める従来の案
　　 52 億円

ロビー
(130 ㎡ )

仮設棟新設
859 ㎡ (２階建 )

まちづくり
支援課

子育て支援課

建築
指導課 建築課 土木課

２階：用地課、下水道
　　　維持修繕課

②　公会堂改築案

市庁舎本館耐震補強費用：0.77~1.1億円　
公会堂平土間改築：3.46億円

増築費用：8.34 億円
(126 万円 / 坪×662.1 坪 =8.34 億円 )

増築費用：9.29 億円

増築費用：7.94 億円
(126 万円 / 坪×630.1 坪 =7.94 億円 )

600060006000

解体した増築棟を新しく建て直し、
ブレースを用いて本館棟の耐震補強を行う。

第二期建設時仮設計画　
第二期工事過程において庁舎の耐震補強時の仮設庁舎の計画として
①現公会堂ロビー+仮設棟案　　②公会堂改築案の２案を提案する。

約２０億の
差額

（例）　市庁舎３階工事中

耐震補強中

用地課

下水道課

土木課

建築課 建築指導課 維持修繕課
まちづくり支援課

子育て支援課

市庁舎本館耐震補強費用：0.77~1.1億円　
公会堂改装、仮設庁舎費用：0.68億円

市庁舎３階の機能を
それぞれ移転する場合

公会堂2F
 (1103㎡)
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社会福祉課

情報システム課 会計課

職員課

秘書広報課
市長室

副市長室

秘書広報課 議場

委員会室

議員控室議員控室

議会事務局

農林水産課 倉庫

環境政策課 政策企画課

契約管財課

財務課

総務課

用地課

下水道課

土木課

建築課 建築指導課 維持修繕課まちづくり支援課

子育て支援課

収納課 市民税課

資産税課 保険年金課

高齢者福祉課 市民課

現庁舎各階平面：各階順に耐震補強を行う

１階　1238.54 ㎡　（コアを除くと 905.39 ㎡）

２階　1486.12 ㎡　（コア・バルコニーを除くと 854.85 ㎡）

３階　1614.24 ㎡　（コア・バルコニーを除くと 982.97 ㎡）

4階　1614.24 ㎡（コア・バルコニーを除くと 982.97 ㎡）

5階　1614.24 ㎡（コア・バルコニーを除くと 982.97 ㎡）

６階　479.55 ㎡　（コア 144.1 ㎡を除くと 335.45 ㎡）

②　公会堂改築案

事業費内訳

①　現公会堂ロビー+仮設棟案

耐震補強

法規定

直通階段を中心とし半径 40m

歩行距離・２方向避難

直通階段

１階の柱は鉄筋の防錆処理を行い、
ポリマーセメントで埋め直す
補修費用：1210 万円
  柱の表面積         柱の本数　費用 (/ ㎡ )
（0.8×3×４）×　36　×　35000　＝　1210 万円

斜線制限

各階 4箇所 (6 階は 2箇所 ) ブレースによる耐震補強
補強費用：0.77~1.1 億円 +α
一箇所当たり　
　350~500 万円　×　22箇所　=　0.77~1.1 億円

斜線制限について（本庁舎）
15200（前面道路幅員）＋8200（敷地内）
=23400（m）
23400×1.5＝35100＞20100（m）

15200（前面道路幅員）　　8200（敷地内）　　　　庁舎

　
　
20100

　
15000

　

耐力壁として計算


